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ハ
イ
ン
ツ
・
ヘ
ッ
ク
ホ
ヅ
フ

「
謝
外
経
済
政
策
に
於
け
る

海
運
」
{
一
九
三
八
半
)

佐

宣

卒

波

--2=MA--。門「
7
3
一戸

P
M巾
h
ハ
}
】
-
「
『

3
7
4
λ
5
L
g

〉
二
一
完
宮

γ

の

5
m
z
n
Zコ
4
0
-
E
F
同
c一
口
同
忘
却

本
宮
日
比
ケ
ル
ン
六
事

-
2
3皐
僻
究
所
設
書
第
六
時
と
し
て

九
三
八
年
に
接
行
せ
ら
れ
た
も
の
。
菊
版
二
二
二
頁
。
著
者
へ

ヴ
ク
ホ
ッ
フ
の
研
究
著
作
経
歴
に
つ
い
て
は
怨
聞
に
し
て
筆
者

は
杢
〈
知
る
と
E
ろ
が
左
い
。

本
書
名
は
直
諌
し
て
「
針
外
経
済
政
策
に
於
け
る
海
運
」
と

す
る
が
、
そ
の
内
容
よ
り
す
れ
ば
、
「
封
外
経
済
政
策
と
し
て

の
海
運
政
策
」
の
詩
語
を
用
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
、
著

者
が
、

一
方
で
「
封
外
経
済
政
策
に
於
け
る
海
運
」
と
言
ひ
っ

つ
、
他
方
で
「
海
還
に
閲
す
る
針
外
経
済
政
策
」
と
プ
一
同
ひ
、
主

た
、
海
運
政
府
県
を
封
外
経
済
政
策
に
届
ず
る
も
の
と
封
内
経
済

政
策
に
通
ず
る
も
の
と
に
隈
別
し
、
前
者
を
「
封
外
的
海
運
政

ハ
イ
シ
ツ
・
ヘ
ツ
タ
ホ
ツ
フ
「
封
外
経
済
政
策
に
於
け
る
海
運
」

策
」
後
者
を
「
封
内
的
海
逗
政
策
」
と
名
づ
け
て
ゐ
る
か
ら
で

占

mv

る。「
世
界
諸
閣
の
封
外
経
持
政
策
忙
於
い
て
こ
れ
士
で
海
運
が

如
何
に
取
扱
は
れ
て
来
た
か
、
己
れ
に
概
観
を
興
へ
る
の
が
本

書
の
課
題
で
あ
る
臥
従
来
己
の
方
圏
内
研
究
は
一
般
に
快
如
し

て
居
り
、
著
名
の
事
者
に
あ
っ
て
も
阿
国
め
て
安
調
的
且
つ
断
片

的
報
告
を
鳴
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
た
い
。
本
書
は

E
K
己
の
依
陥

を
怖
は
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

本
書
「
序
文
」
の
冒
瓜
に
有
者
は
か
う
言
っ
て
ゐ
る
が
、
正

に
そ
の
遇
り
で
あ
る
。
単
に
「
針
外
経
持
政
策
に
於
け
る
海
運
」

に
つ
い
て
に
と
ど
ま
ら
左
い
。
海
運
政
策
一
般
の
性
格
を
理
論

的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
と
れ
士
で
の
女
献
花
殆
ん

E

全
く
快
け
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
意
味
に
於
い
て
、
そ
し
て
海
運

政
策
が
と
り
分
け
封
外
経
怖
政
策
的
作
格
を
有
つ
意
味
に
於
い

て
、
己
の
方
聞
の
依
陥
を
怖
は
う
と
す
る
本
書
は
草
に
「
針
外

経
済
政
策
に
於
け
る
海
運
」
の
現
論
的
研
究
た
る
忙
と
ど
ま
ら

ゃ
、
成
く
海
運
政
策
一
般
の
理
論
的
研
究
で
も
あ
る
、
と
言
へ

る
。
己
れ
、
木
喜
一
世
相
営
に
評
慣
す
る
私
の
敢
へ
て
本
書
を
こ

第
五
十
八
巻
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ハ
イ
ン
ツ
・
へ
ツ
タ
ホ
ツ
ヌ
「
割
外
輝
持
政
策
に
肝
け
る
海
運
」

こ
に
川
和
介
ぜ
ん
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

さ
で
、
持
者
は
「
本
論
」
比
入
る
に
先
立
ち
、
著
者
の
海
運

一
般
に
封
ず
る
認
識
を
示
す
も
の
と
し
て
、

闘
が
白
同
協
運

1 
1は

悶
[，¥'1 

酔I

Frri 
F読
書》

* 有
す

「へ

時き
と理
しト11
てを
工，)G ， 
る悶
E靖 国
は旬、 L

内リに

附於
産い
三Z て

市
叫
の
如
く
述
べ
る
。

自日
ち

の
間
後
に
宝
引
そ
泣

J

、
こ
と
に
依
っ
て
白
岡
山
山
還
を
等
閑
に
附

す
る
と
と
が
あ
る
と
雌
も
、
培
な
る
経
済
的
理
由
だ
け
か
ら
白

同
商
時
間
閣
の
存
在
宇
一
理
由
づ
け
る
べ
き
で
な
い
」
と
前
置
し
て
、

白
岡
山
昨
窪
の
存
保
理
由
を
五
つ
事
げ
る
の
で
あ
る
。

(
二
貿
易
の
促
進
。
貿
易
政
策
上
自
凶
商
枇
隊
は
初
め
て
市
町

裂
で
あ
る
。
「
貿
易
は
閥
抗
陀
従
ふ
」
と
の
古
い
言
葉
は
、

高
度
の
殻
一
連
主
溢
げ
て
ゐ
る
今
日
の
海
涯
に
も
、
そ
り
ま
主
首

一
国
同
氏
経
併
の
嬰
清
は
到
底
外
同
商
結
問
聞
の
み

に
伏
つ
て
は
芳
さ
れ
能
は
ぬ
。
外
岡
純
だ
け
に
依
存
す
る
揚
合

は
、
こ
れ
に
間
耐
を
た
右
さ
れ
て
白
幽
貿
易
の
維
持
技
法
は
全

く
肌
は
山
川
市
市
左
い

3

特
に
、
植
民
地
配
布
す
る
揚
合
は
、
本
剛

で
は
主
る
。

-Mm
民
地
問
山
交
泊
耐
保
む
た
め
に
、
自
問
商
船
隊
は
川
恨
め
て

必
認
で
あ
乙
。

事
五
十
八
巻

五
七
O

第
四
挽

九

(
二
)
産
業
の
枕
持
後
述
。
自
同
の
商
品
加
除
を
保
有
す
る
と
き

は
、
出
品
町
事
業
・
僻
仙
修
刊
一
事
業
す
通
し
て
自
国
産
業
を
自
然

に
緋
持
品
目
建
さ
す
こ
と
に
在
る
。
ド
イ
ツ
一
闘
に
つ
い
て
見
て

も
、
川
恨
め
で
不
況
で
あ
っ
た
一
九
三
一
三
年
の
造
船
主
だ
け
で

長一

四
)
軍
事
上
の
要
請
。
南
舶
の
来
組
員
は
一
朝
有
事
の
際
の

六
八
、

0
0
0人
の
就
業
者
七
千
一
抱
擁
し
た
。

と
の
ほ
か
、
間
接

的
に
治
結
・
服
装
に
関
係
す
る
各
樋
廃
業
の
就
業
者
及
び
海
運

業
自
酬
慌
の
就
業
者
の
人
散
を
1
4

へ
呂
と
昔
、
貨
に
、
自
閣
商
締

隊
の
維
持
は
定
丈
友
人
放
を
就
業
者
と
し
て
有
ず
る
こ
と
に
左

る。

運
賃
牧
入
。
白
岡
海
運
の
串
げ
る
運
賃
収
入
は
常
に
モ

の
聞
の
鴻
待
相
場
の
改
務
に
役
立
つ
。
も
し
自
問
商
問
除
に
伏

る
乙
と
在
く
外
岡
商
舶
に
依
っ
て
白
閣
の
貿
易
を
踏
む
と
す
れ

ば
、
そ
の
報
酬
と
し
て
運
賃
が
震
科
で
外
国
に
文
排
は
れ
た
く

て
は
左
ら
ぬ
。
勿
論
、

E
れ
に
依
り
悶
際
牧
支
は
そ
れ
だ
け
不

利
ハ
骨
と
在
る
。

軍
艦
莱
刺
日
日
に
卦
し
恐
怖
員
を
柿
成
す
る
。
商
船
は
、

E
4
r

海
軍
に
掛
し
祈
助
舵
舶
又
は
運
送
舶
の
任
務
を
田
市
ず
。
更
に

アメ g;t!合最閣のjzflきを掴す四で彰ら号。



叶
川
河
結
心
存
庄
は
中
立
国
か
ら
の
物
資
補
給
上
川
噛
め
て
や
唯
要

で
あ
る
。
商
般
の
閤
防
機
能
が
如
何
に
軍
中
へ
な
る
か
に
つ
い
て

法
、
官
つ
て
の
イ
ギ
ワ
ス
が
制
定
し
た
高
村
削
口
海
軍
怖
助
金
及

び
一
九
二

O
年
7
メ
リ
カ
商
舶
法
が
モ
の
冒
JM
に
渇
げ
る
政
策

占
け
7
7
7
J
1

掴
山
ム
.
へ
き
『
で
ふ
の
一
石
。

(
五
)
心
理
と
の
契
機
。
海
洋
叉
は
外
岡
諸
港
に
白
闘
の
闘
旗

を

mT豆
大
た
商
怖
が
図
際
的
政
治
商
業
閥
係
に
一
足
ぽ
す
心
理

的
作
用

4
決
し
て
栴
叫
旧
来
た
い
。

か
う
遁
.
へ
た
後
に
、

AU
々
木
論
に
入
り
、
著
者
は
、
先
づ
、

「
封
作
経
伴
政
策
に
於
い
て
自
凶
の
海
還
を
外
国
上
り
も
問
来

ろ
限
り
有
利
又
は
優
位
に
佳
か
う
と
し
で
採
る
仕
方
の
種
類

活
川
及
び
門
川
を
研
究
す
る
の
が
本
書
の
課
題
で
あ
る
」
己
と

や
一
川
に
し
、
品
ザ
考
女
献
を
r
r
d

ら
各
岡
海
運
山
間
係
立
法
及
び
閤
際

的
重
商
航
海
旅
約
ピ
求
め
つ
つ

と
れ
ら
の
法
制
に
於
い
て
海

還
が
如
何
に
取
扱
は
れ
て
来
た
か
》
庶
史
的
に
と
同
時
に
将
来

的
に
考
察
す
る
の
で
あ
る
。

モ
と
で
、
著
者
は
簡
略
乍
ら
要
領
内
よ
い
腔
史
的
考
察
を
町
一

へ
る
。

「
第
一
九
位
紀
中
葉
ま
で
は

海
運
領
域
に
於
い
て
通

ハ
イ
ン
ッ
・
ヘ
ツ
ク
ホ
ア
フ
「
封
件
相
前
政
策
に
於
け
る
海
運
」

商
航
海
保
約
は
丈
き
注
意
義
主
有
し
た
ロ
個
々
の
保
約
一
一
予
殆
ん

と
常
に
寅
際
的
数
川
市
を
果
し
た
か
ら
で
あ
る
。
と
己
ら
が
、
そ

の
後
海
窪
自
由
主
義
が
一
般
化
す
る
に
至
っ
て
事
情
が
呉
り
、
.

間
際
聞
の
務
保
約
は
皐
に
モ
れ
ま
で
の
海
運
の
既
成
欣
態
を
碓

認
す
る
に
と
ど
主
っ
た
。
併
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
は
、
再

ぴ
、
芳
一
別
山
間
続
等
に
訴
へ
て
閏
M
閣
の
海
還
を
有
利
陀
導
か
う
と

γ
る
蓮
扇
が
展
開
せ
ら
れ
、
海
運
は
ま
た
岡
際
保
約
に
於
け
る

重
要
内
容
を
構
成
す
る
や
う
江
た
っ
た
。
尤
も
、
か
号
し
た
闘

際
燦
約
が
一
般
に
保
守
主
義
主
採
っ
て
底
士
iμ
く
か
ら
慣
用
し

て
来
た
約
款
を
そ
の
ま
主
柿
入
し
て
ゐ
る
の
は
考
慮
主
要
す
る

と
と
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
閥
際
保
約
が
岡
内
海
運
立
法

と
常
に
緊
密
左
側
係
を
保
っ
て
相
正
に
冊
…
附
係
た
り
得
な
い
己

と
も
、
詑
立
を
必
要
と
す
る
。
L

こ
の
歴
史
的
概
槻
の
後
、
著
者
は
本
書
の
主
要
構
成
部
分
で

あ
る
醐
閥
系
的
考
察
に
入
る
。
己
己
で
は
、
先
づ
、
封
外
経
済
政

策
と
し
て
の
海
運
政
策
の
分
類
が
問
題
と
友
る
。
著
者
は
己
れ

を
最
初
に
大
き
〈
、
(
一
)
宜
接
的
方
法
、
(
二
)
間
接
的
方
法
の

二
つ
に
分
つ
。
己
れ
は
本
書
に
於
い
て
桜
め
て
重
要
た
分
類
で

第
五
十
八
巻

五
L
t

丸J

第
四
披



ハ
イ
ン
・
ツ
〔
ツ
ク
ホ
ッ
プ
「
劃
件
純
情
政
策
に
於
け
る
海
運
」

あ
る
つ
い
主
著
者
に
依
れ
ば
、

通
常
の
文
献
で

「
海
運
保
護

戸

F
E
F
Z
T
A
r
n
-
C
)
」
と
呼
ぴ
慣
は
し
て
ゐ
る
も
の
は
前
者
即
ち

直
接
的
方
法
に
設
常
し
、
関
税
政
策
鍛
道
運
賃
政
策
・
等
々

多
J

〈
の
揚
合
そ
れ
が
海
運
一
般
に
典
へ
る
戎
果
の
間
接
的
左
も

白
は
後
者
的
ち
同
様
的
方
法
に
該
世
す
る
。
例
へ
ぽ
、
針
般
民

地
特
選
問
舵
政
策
は
本
国
と
植
民
地
と
の
貿
易
閥
係
を
緊
密
左

ら
し
め
る
と
と
を
主
目
的
と
し
‘
己
れ
に
封
す
る
手
段
の
一
っ

と
し
て
白
岡
海
還
を
優
先
的
待
過
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
己
れ

は
間
接
的
方
法
に
泌
す
る
。

プ
フ
ン
ス
の
吉
三
~
言
。

L
0
2
T
£
る
{

の
如
き
、
原
南
地
別
に
刊
刷
税
を
差
別
し
て
自
閣
海
運

E
優
先
す

る
場
合
も
、
本
質
的
目
的
は
他
wn
あ
る
を
も
っ
て
、
矢
張
ゎ
問

接
的
方
策
に
技
官
す
る

と
言
は
た
く
て
は
在
ら
む
。
」

ム
」
こ
ら
で
、
己
の
揚
合
問
題
に
怠
る
の
は
海
蓮
補
助
金
で
あ

っ
て
、
著
者
は
通
常
の
分
類
と
は
反
謝
に
己
れ
を
間
接
的
方
法

に
渇
す
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

「
成
る
程
、

海
運
納
助
合
は
同

間
続
涯
を
有
利
な
ら
し
め
る
意
凶
の
下
に
設
定
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
る
由
、
そ
れ
白
隠
は
針
内
経
済
政
策
に
局
す
る
。
海
運
柿

助
金
が
或
呂
程
皮
外
閣
の
海
運
政
策
忙
針
し
調
整
鮒
の
役
割
E

帝
王
十
八
巻

王五

七

第
四
説

九
四

果
す
乙
と
は
認
め
左
く
で
は
た
ら
ぬ
と
ず
る
も
、
そ
れ
は
本
来

園
内
経
済
政
策
手
段
で
あ
っ
て
、
外
岡
海
認
に
及
ぼ
す
妓
旧
前
は

問
接
的
に
過
F
一一ない。

接
的
方
法
と
た
し
、
海
淫
保
護
主
間
接
的
方
法
と
分
類
す
る

一
般
の
女
献
で
は
、
海
運
補
助
金
主
直

が
、
封
外
経
済
政
策
に
槻
貼
を
世
〈
我
々
の
揚
合
は
、
己
れ
と

は
反
封
に
、
海
運
保
護
を
直
接
的
方
法
、
海
運
補
助
金
主
間
接

的
方
法
と
す
べ
き
で
あ
る
。
」

以
上
が
封
外
経
済
政
策
と
し
て
の
海
運
政
策
の
直
接
的
方
法

・
間
接
的
方
法
の
分
知
、
で
あ
る
が
、
著
者
は
己
れ
を
更
に
慢
系

的
に
再
分
類
し
て
ゐ
る
。
モ
己
で
、
い
ま

類
閥
系
を
知
る
た
め
、

-つ

r
は
己
の
分

一
つ
に
は
本
書
の
構
成
を
見
る
た
め
、

本
書
の
主
要
目
安
を
掲
げ
る
と
と
に
し
た
い

f

国

ヲた

文

献

序

主;

開

是昼

山
町
出
町
坦
識
と
掛
川
吋
制
持
政
策
に
於
け
る
海
謹
白
骨
世

本
il' 
ー 諭
章

山
市
出
白
封
外
艇
問
政
策
的
取
扱

山
田
症
の
封
件
臨
済
的
取
扱
の
基
礎



事
二
車
海
運
に
開
ナ
る
封
外
盟
関
政
策
白
内
容
と
作
用

第
一
節
目
接
的
方
法

(
一
)
外
岡
崎
排
除
制
度

L

一
般
的
外
岡
崎
排
除

b

植
民
地
航
路
に
於
げ
る
外
岡
崎
排
陪

c

沿
岸
航
路
に
於
け
@
外
国
崎
排
除

合
一
)
井
岡
冊
差
別
制
度

a

畑
舶
認
徴
に
於
け
る
井
岡
崎
差
別

b
商
品
課
徴
に
於
け
る
外
国
柑
差
別

c

相
舶
課
徴
・
商
品
部
微
に
於
げ
る
井
国
時
差
別

d

乗
組
員
岡
籍
に
闘
す
る
発
別
規
定

e

蛸
舶
咽
歌
又
は
積
貰
測
定
に
関
す
る
差
別
規
定

ι
特
定
岡
崎
舶
に
封
ナ
る
舗
道
運
賃
特
別
割
引

(
一
-
一
)
最
主
拘
訣
と
封
等
約
款

第
三
市
間
接
的
方
法

(
一
ご
般
胡
積
政
拍
車
の
海
運
に
及
ぼ
ナ
影
響

合
一
)
鎚
泣
運
賃
政
策
白
海
運
に
及
ぼ
ナ
影
響

(
一
二
)
海
運
姉
助
金
の
封
件
担
静
政
策
と
し
て
四
作
用

時
一
一
一
章
、
九
要
同
に
於
け
る
劉
持
続
済
政
策
と
し
て
の
海
運
政
策

一

、

ド

イ

ツ

二
、
イ
ギ
リ
ス

三
、
ア
メ
リ
カ
合
最
困

問
、
フ
ラ
ン
ス

《
イ
ン
ツ
・
へ
ツ
ク
ホ
ヅ
フ
「
剖
外
相
科
桝
政
策
に
於
け
る
梅
運
」

五
、
ス
ペ
イ
シ

六、

4
ル
ト
ガ
ル

七

、

日

本

時

四

章

結

論

附

録

封

井

市

運

政

策

且

年

表

以
下
、
本
書
の
主
要
構
成
部
分
で
あ
Z
第
二
章
以
降
を
筒
車

陀
紹
介
し
た
い
。

先
づ
、
第
二
章
第
一
節
の
直
接
的
方
法
で
あ
る
が
、
と
れ
は

以
前
の
重
商
主
義
時
代
に
盛
ん
に
行
は
れ
た
方
法
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
第
一
九
世
組
中
葉
に
於
け
る
自
由
主
義
思
想
の
普
及
と

共
忙
終
一
均
し
た
。
但
し
、
同
巴
く
直
接
的
方
法
で
あ
っ
て
も
自

ら
寛
巌
の
程
度
を
異
に
し
、
最
も
般
重
な
る
は
、
第
一
白
外
閣

結
排
除
制
度
で
あ
る
。
己
れ
を
地
域
別
に
し
て
、
一
般
航
路
排

除
・
杭
民
地
航
路
排
除
・
汚
岸
航
路
排
除
の
三
っ
と
す
る
。
一

般
航
路
排
除
は
近
世
イ
タ
リ
ア
都
市
岡
家
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
に

行
ば
れ
た
が
、
今
日
で
は
言
ム
べ
く
し
て
賀
行
可
能
性
正
之
し

い
。
従
っ
て
外
岡
胎
排
除
領
域
と
し
て
現
買
に
問
題
と
な
る
の

は
梢
民
地
航
路
と
自
問
沿
岸
航
路
と
で
あ
る
。
就
中
、
近
年
の

著
し
い
傾
向
と
し
て
、
沿
岸
貿
易
潤
占
制
度
は
草
に
母
園
の
泊

樺
五
+
八
巻

第
四
説

ブL
li 

五
七
三



ハ
イ
ン
ツ
・
へ
ヅ
ク
ホ
ツ
フ
「
調
外
経
怖
政
策
に
於
け
る
海
運
」

淳
一
則
域
に
と
ど
ま
ら
中
、
母
岡
・
植
民
地
問
航
路
に
主
で
抜
大

さ
れ
よ
号
と
し
つ
つ
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
著
者
は
こ
れ
ら
に
つ

い
て
唱
な
る
分
類
的
位
以
遁
に
と

E
ま
ら
中
、

一
々
腔
史
的
考
察

主
施
し
て
ゐ
る
。
己
れ
は
他
の
部
分
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る

が
こ
の
瞬
間
史
的
考
察
乙
そ
本
書
の
愚
問
的
慣
他
を
向
め
る
も

の
と
私
ば
考
へ
ろ
3
E
れ
を
例
へ
ば
沼
山
市
航
路
濁
占
制
に
つ
い

て
プ
一
同
へ
ば
、

一
六
五
一
年
ク
ロ
ム
エ
ル
航
海
保
例

一
六
六

O

年
チ
ャ
ア
ル
ス
三
世
航
海
保
例
・
一
七
九
三
年
フ
ラ
ン
ス
航
海

!康
伊I

一
八
一
七
年
7

メ
リ
カ
航
海
傑
例
等
々
に
対
し
て
責
電

注
考
察
を
拙
つ
一
一
居
り
、
本
音
の
並
々
た
ら
ぬ
持
作
た
る
を
告

げ
て
ゐ
る
匂

巨
峰
的
方
法
の
第
二
た
る
外
岡
時
差
別
政
策
は
、
外
園
川
町
排

除
政
策
上
り
週
間
白
範
閏
が
成
い
ば
か
り
で
た
く
、
歴
史
的
に

も
古
〈
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
引
絞
き
用
ひ
ら
れ
つ
つ
あ
る
仕

方
で
あ
る
。
己
れ
に
は
、
船
舶
同
偲

(
F
E
F
T
-『
宮
司
)
の
課
徴
を

外
岡
枯
に
不
利
に
差
別
す
る
仕
方
と
外
国
舶
の
怖
出
入
す
ろ
商

品
の
山
岡
崎
を
特
に
不
利
益
に
莞
別
す
る
仕
右
が
あ
る
ほ
か
.
治

描
円
に
於
け
ら
貨
物
税
却
設
備
心
利
用
空
外
関
般
に
不
利
に
差
別

第
五
十
八
巻

在
七
四

帯
四
扱

九
六

又
は
制
限
す
ろ
仕
方
と
、
更
に
、
乗
組
員
の
ろ
ち
白
岡
人
の
占

む
ろ
剤
合
を
制
限
す
る
仕
方
、
噸
税
課
徴
に
常
っ
て
用
ふ
る
船

舶
噸
数
又
は
積
哨
A
A
E
特
に
外
岡
舶
に
不
利
に
定
め
る
什
方
、

特
定
同
硝
舶
に
税
込
ま
れ
る
貨
物
忙
封
し
特
に
閏
閥
鈎
遺
蓮
賃

を
割
引
く
仕
方
等
が
あ
る
u

著
者
は
こ
れ
ら
の
外
閲
舶
差
別
政

策
に
闘
し
で
も
岡
際
附
係
法
域
主
渉
相
叫
し
て
興
味
あ
る
歴
史
的

考
察
を
興
へ
て
ゐ
る
。

前
接
的
方
法
の
第
三
は
最
辺
約
款
と
掛
等
約
款
で
あ
る
。
前

者
は
周
知
の
如
〈
閥
税
政
策
と
し
て
古
い
歴
史
を
有
す
る
が
、

後
者
は
諸
国
が
一
般
的
に
海
活
保
謎
政
策
に
訴
へ
在
く
た
っ
た

第
一
九
附
紀
中
葉
以
後
の
方
法
で
あ
る
。
我
々
は
と
れ
を
著
者

の
特
に
最
近
の
史
資
に
操
る
研
究
h
ち
詳
細
に
知
る
己
と
が
出

来
る
。第

二
怖
の
間
峰
的
方
法
は
、
封
外
海
運
に
及
ぼ
す
殻
果
に
於

い
て
は
ず
〈
友
く
た
い
に
し
で
も
、
本
来
の
日
的
が
自
ら
他
に

存
す
ろ
場
合
の
方
法
で
あ
っ
て
、
と
の
貼
、
綾
上
の
外
岡
砧
差

別
政
府
県
と
形
式
を
同
一
忙
し
乍
ら
し
か
も
そ
れ
と
は
国
別
さ
れ

る
仕
方
で
あ
る
。
ヒ
の
揚
合
、
開
税
政
策
と
鍛
道
運
賃
割
引
政



策
と

E
取

k
げ
て
ゐ
る
の
は
異
論
が
友
い
と
す
る
も
、
普
通
に

直
接
的
方
法
心
範
鳴
に
入
れ
ら
れ
石
海
運
補
助
金
E
こ
れ
に
煩

入
し
て
ゐ
る
の
は
若
干
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
併
し
、
海
遁
政

府
県
一
投
秒
一
汚
山
梨
す
呂
立
場
で
在
〈
特
に
対
外
経
済
政
策
と
し
て

の
海
運
政
策
を
巧
察
す
石
本
書
の
立
場
に
立
つ
限
り
、
海
運
補

助
金
は
そ
れ
が
畑
何
に
白
岡
海
還
の
設
建
助
成
に
直
接
多

大
の
投
果
を
も
た
ら
ず
で
あ
ら
う
と
も
|
|
、
封
外
的
に
は
閲

同
情
的
方
法
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

(
従
っ
て
、
本
書
に
は

一
口
及
さ
れ
て
ゐ
友
い
け
れ
ど
も
、

一
九
三
六
年
ア
メ
リ
カ
商
舶

法
の
規
定
す
る
内
外
治
仙
旧
費
差
額
補
助
金
・
内
外
運
航
費
差
額

補
助
金
・
殊
に
謝
抗
補
助
金
自
如
き
も
、
本
音
で
は
封
内
経
桝

政
策
と
し
て
間
接
的
方
法
に
属
す
る
己
と
に
な
る
。
)

波
土
第
二
請
に
於
い
て
封
外
経
済
政
策
と
し
て
の
海
運
政
策

を
理
論
的
担
問
系
的
児
所
究
し
つ
つ
一
々
の
課
題
に
歴
史
的
考
察

を
在
し
た
著
者
は
、

つ
づ
く
第
三
竿
に
於
い
て
は
、

各
論
的

に
、
主
要
海
運
諸
国
に
つ
い
て
針
外
海
運
政
策
を
歴
史
的
に
跡

づ
け
る
。
従
っ
て
、
第
二
平
を
慌
の
惇
系
と
す
れ
ば
第
三
ヰ
は

縦
の
樗
系
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
己
の
第
三
半
は
各
闘
海
運
政

ハ
イ
シ
ツ
-

A

ツ
タ
ホ
ッ
プ
「
封
件
経
済
政
策
に
於
け
る
海
運
」

策
D
史
拘
変
展
を
見
る
上
に
至
様
便
利
で
は
あ
る
が
、
第
二
章

に
比
べ
て
粒
々
生
彩
を
快
〈
憾
な
し
と
し
な
い
。
各
閣
海
運
政

策
が
夫
々
有
っ
と
こ
ろ
の
特
質
又
は
性
格
の
表
明
に
封
し
て
著

者
の
積
極
的
意
聞
の
之
し
い
た
め
で
も
あ
ら
う
か
。
尤
も
、
E

の
表
明
白
身
、
決
し
て
容
易
の
業
で
は
た
い
。
併
し
、
相
営
の

力
作
で
あ
る
本
書
と
し
て
は
明
か
物
足
ら
な
〈
感
宇
る
の
は
た

W
L

私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
併
し
、
さ
う
は
言
へ
、
著
者
白
己

の
各
園
別
歴
史
的
考
察
は
根
本
的
殻
展
動
向
を
す
か
さ
や
捉
へ

て
ゐ
る
ば
か
り
で
注
〈
、
豊
富
危
法
制
史
的
資
料
を
使
騒
し
て

極
め
て
着
貨
で
あ
る
。
い
ま
一
々
E
れ
に
つ
き
紹
介
す
る
徐
裕

の
友
い
私
は
、

著
者
の
歴
史
的
把
擾
D
要
調
を
停
へ
る
た
め

に
、
本
古
田
最
後
白
半
「
結
論
」
の
一
部
を
引
用
す
る
に
と

E
め

た
い
。「

封
外
経
済
政
策
と
し
て
海
運
政
策
D
設
展
動
向
を
見
る
に
、

最
初
は
強
度
の
直
接
的
投
果
を
ね
ら
っ
て
外
岡
崎
排
除
政
策
文

は
差
別
政
策
が
採
ら
れ
た
が
、
吠
第
に
、

E
れ
は
間
接
的
方
法

と
し
て
の
海
運
怖
助
令
政
策
に
移
っ
て
行
っ
た
一
方
、
各
図
夫

々
に
最
も
都
合
白
よ
い
仕
方
と
し
て
差
別
関
税
が
用
ひ
ら
れ

第
五
十
八
巻

五
屯
五

第
四
擁

ブむ

七



ハ
イ
ン
ツ
・
へ
ツ
ク
ホ
ッ
プ
「
封
持
組
済
政
策
に
於
け
る
海
理
」

た
。
た
だ
、
乙
の
場
合
、
直
接
的
方
法
と
し
て
の
外
関
舶
排
除

政
策
が
本
間
・
植
民
地
問
航
路
で
近
来
却
っ
て
盛
行
を
見
つ
つ

あ
る
の
は
注
目
に
値
す
る
」
。

「
中
附
で
は

各
国
は
思
ひ
思
ひ
に
白
岡
般
を
優
先
づ
け
る

政
策
に
訴
へ
た
が
、

己
れ
に
は
大
し
た
殻
果
は
件
は
な
か
っ

た
。
と
と
ら
が
、
近
世
の
新
領
土
探
険
時
代
忙
た
る
と
、
ス
ベ

イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
本
園
・
植
民
地
問
航
路
に
犬
仕
掛
た
白

岡
拙
限
右
政
策
を
採
用
し
、
更
に
、
重
商
主
義
時
代
に
友
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
が
公
然
と
大
規
模
の
海
運
保
護
政
策
に

i
i
F
;
 

叫
い
ふ

μ
n
υ
f
L

第
一
九
世
紀
に
至
り
こ
れ
が
頂
駄
に
濯
す
る

と
、
も
は
や
、
般
舶
を
国
旗
に
上
っ
て
優
先
的
に
待
遇
ず
る
傾

向
は
一
一
足
へ
て
、
「
イ
ギ
リ
ス
は
迭
に
航
海
保
例

E
廃
棄
し
た
」
。

「
差
別
政
策
は
他
闘
に
射
す
る
報
復
白
手
段
と
し
て
|
|
帥
ち
、

こ
れ
を
過
し
て
他
闘
の
差
別
政
策
を
思
ひ
と
ま
ら
し
め
る
手
段

と
し
て
探
ぼ
れ
た
」
。
従
っ
て
、
差
別
政
策
は
「
自
由
主

葉
忠
忽
の
徹
底
と
共
に
自
ら
遇
用
性
を
制
限
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
」
、
「
こ
の
一
般
的
海
運
自
由
主
義
自
惚
、
長
続
雪
の
す
る
側

向
で
は
た
か
っ
た
。
た
と
へ
表
面
で
は
自
国
結
と
外
岡
枯
と
白

第
五
十
八
巻

停
四
説
戸

大A

-̂

五
七
六

間
忙
差
別
を
設
け
て
ゐ
な
い
よ
う
に
見
ぜ
か
け
て
ゐ
て
も
、
内

貨
に
は
、
従
前
と
同
巳
殻
果
を
皐
げ
る
た
め
に
、
他
の
方
法
を

用
ひ
た
の
で
あ
る
。
直
接
的
方
法
と
し
て
の
海
運
保
護
政
策
よ

り
も
間
接
的
方
法
と
し
て
の
海
運
柿
助
金
政
策
が
揮
ば
れ
た
の

は
、
と
の
た
め
で
あ
る
」
。
換
言
寸
札
ぽ
.
「
封
外
的
数
果
に
於

い
て
間
接
的
で
あ
る
だ
け
他
国
か
ら
報
復
的
手
段
に
訴
へ
ら
れ

ろ
虞
の
合
い
海
運
柿
助
金
の
方
法
が
揮
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
か

く
て
、
海
運
制
助
金
は
今
日
ど
の
凶
に
於
い
て
も
最
も
愛
好
せ

ら
れ
、
そ
れ
と
そ
、
海
運
政
策
手
段
の
主
要
部
分

E
構
成
す
る

ま
で
に
五
つ
℃
ゐ
る
」
。

己
の
揚
合
注
意
主
要
す
る
の
は

「
但
し

以
上
が
一
般
的

褒
展
動
向
に
と

E
ま
っ
て
、
と
の
一
般
的
動
向
か
ら
具
っ
て
政

策
す
る
図
が
常
に
存
す
る
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
。
例
へ
ば
直
接

的
方
法
と
し
て
激
し
い
海
認
保
謹
政
策
が
採
ら
れ
た
以
前
の
時

代
に
於
い
て
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
如
き
は
、
ず
ペ
ヤ
一
の
外
岡
舶
に

封
し
て
敢
へ
て
自
由
政
策
を
行
っ
た
。
反
針
に
ま
た
、

般
の

国
々
が
直
接
的
闘
旗
優
先
政
策

P
既
に
放
棄
し
た
以
後
に
於
い

て
、
若
干
の
図
々
例
へ
ば
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
如
き
は
極
く
最
近
ま



で
こ
れ
に
同
執
し
た
ー
一
。

「
と
と
ら
で
、

現
欣
は
如
何
と
云
ふ
に
、

報
復
さ
れ
る
成
さ

へ
た
く
ぽ
、
明
日
と
云
は
ヤ
今
日
に
で
も
、
ど
の
国
で
も
閣
焼

法
別
政
策
を
と
り
か
ね
主
い
傾
向
に
あ
る
。
勿
論
、
と
れ
に
針

抗
し
て
種
々
の
努
力
が
凶
際
的
協
調
の
彩
子
一
周
泊
さ
れ
て
は
ゐ
る

が
、
到
底
、
己
の
雲
崩
の
知
き
根
本
的
動
向
を
阻
む
べ
く
も
た

い
。
以
前
の
海
運
保
護
の
規
定
は
新
に
海
蓮
術
助
金
の
M
M
を
と

っ
て
却
っ
て
抵
大
た
市
班
長
主
建
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
a

「
芭
接

的
凶
旗
優
先
政
策
は
草
な
る
M
M
の
上
で
こ
そ
国
際
的
海
運
政
策

領
域
か
ら
成
汎
に
消
t
へ
し
て
ゐ
る
も
の
の
、
そ
の
忠
却
は
今
日

ぷ
々
刻
化
し
つ
つ
あ
Z
」。

以
上
で
筒
平
左
が
ら
本
吉
の
紹
介
辛
子
は
っ
た
私
は
、
目
崎
後

に
清
干
の
批
評
主
附
加
へ
た
い
。

党
づ
本
当
の
特
徴
と
し
て
皐
げ
左
〈
で
は
な
ら
ね
D
は
、
著

品
竹
が
、
ド
イ
ツ
海
湿
原
抵
の
流
れ
を
く
み
、
海
運
又
は
海
運
政

策
主
客
槻
的
に
考
察
寸
る
己
と
に
依
り
一
般
的
動
向
吉
正
し
く

把
握
し
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
と
れ
は
白
山
政
策
を
岡
是
と
す

ろ
イ
ギ
リ
ス
の
海
窪
撃
者
例
へ
ば
フ
品

1
ル
の
立
場
と
封
比
し

て
自
ら
明
白
で
あ
る
。

山
イ
シ
ヅ
・
(
ツ
ク
ホ
ツ
フ
「
劃
件
経
済
政
策
に
於
け
る
海
運
」

突
に
、
本
書
は
圏
際
保
約
又
は
海
運
立
法
資
料
を
豊
富
に
し

か
も
入
念
に
取
扱
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
敬
服
に
値
す
る
。
本
書

巻
末
の
附
録
「
針
外
海
運
政
策
史
年
表
」
の
如
幸
、
梢
々
簡
に

過
ぎ
る
嫌
が
あ
る
と
は
言
へ
、
決
し
て
容
易
に
作
成
せ
ら
れ
た

も
の
で
は
た
い
。
併
し
、
資
料
に
重
き
を
置
き
過
ぎ
た
結
果
、

海
運
政
策
理
論
が
手
薄
忙
た
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

更
に
、
封
外
経
済
政
策
と
し
て
の
海
運
政
策
の
把
握
の
仕
方

に
於
い
て
本
吉
は
正
宥
で
あ
る
。
己
れ
は
直
接
的
方
法
ー
と
間
接

的
方
法
と
の
獄
別
殊
に
海
運
補
助
金
の
扱
び
方
に
於
い
で
明
白

E
あ
る
。
併
し
・
こ
の
こ
と
は
必
や
し
も
、
封
外
経
済
政
策
忙

於
け
る
海
運

|
1叉
は
針
外
経
済
政
策
と
し
て
の
海
運
政
策

ー
ー
の
理
論
的
把
握
の
十
分
さ
を
告
げ
る
も
の
で
は
在
い
。
著

者
は
E

の
理
論
的
考
察
に
僅
に
四
頁
乃
至
五
頁
し
か
割
い
て
ゐ

泣
い
の
で
あ
る
o

針
外
経
済
政
策
に
局
す
る
海
運
政
策
と
封
内

経
済
政
策
に
川
崎
ず
る
海
運
政
策
と
に
分
類
す
れ
ば
、
そ
れ
で
事

足
り
る
と
一
吉
っ
て
し
ま
へ
ば
、
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
悶
防
又

は
岡
防
経
済
的
要
請
か
ら
少
〈
と
も
従
来
の
阜
在
る
封
外
経
済

政
策
の
範
時
に
海
運
政
策
を
そ
の
ま
士
入
れ
る
と
と
の
出
来
た

第
五
+
八
巻

五
七
七

保
田
誠

:tt. 
ブL
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2) 



J、

イ
ン

ツ

『

ツ

ク

ホ
ツ

ア
「

準t
タト
融
持
政
策
t之

方守
げ

る

f毎
迩
」

ぐ
な
っ
た
現
段
階
に
習
か
れ
た
著
作
と
し
て
、
本
書
は
も
少
し

主
砲
的
把
援
の
仕
方
彰
一
採
る
eへ

き
で
は
左
か
っ
た
か
。
京
確
な

資
料
に
縁
る
と
と
閤
よ
り
章
一
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
と
の
た
め

に
資
料
倒
れ
に
在
つ
て
は
た
ら
ぬ
舎
で
あ
る
。

た
ほ
、
同
じ
く
資
料

E
主
要
川
町
す
る
と
し
て
も
、
説
く
と
己

ろ
中
世
・
近
世
に
詳
し
〈
現
代
殊
に
第
↑
次
世
界
大
戦
後
又
は

ぽ
界
恐
慌
後
の
傾
向
に
つ
い
て
の
言
及
が
少
い
の
は

Z
う
し
た

こ
と
で
あ
ら
う
か
。
例
へ
ぽ
、
一
九
三
五
年
イ
ギ
リ
ス
海
運
補

助
法
の
如
き
に
は
傾
く
僅
し
か
縄
れ
る
と
こ
ろ
が
た
い
し
、
一

九
三
六
年
ア
メ
リ
カ
商
給
法
の
如
き
は
全
然
問
題
に
さ
れ
て
ゐ

た
い
。
第
一
丸
世
紀
中
葉
以
後
は
直
接
的
方
法
と
し
て
の
海
運

政
策
が
下
え
に
な
っ
た
か
ら
、
自
然
、
最
現
代
の
海
運
政
策
に

は
奇
れ
程
言
及
を
必
要
と
し
な
い
、
と
言
へ
ば
、
一
照
筋
が
顕
一

る
で
つ
で
あ
る
が
、
著
者
も
明
白
忙
認
め
て
ゐ
る

T
2、
そ
一

の
後
は
、
間
接
的
方
法
・
と
し
て
の
海
運
補
助
金
が
直
接
的
方
法
一

k
代
っ
て
一
般
化
し
て
ゐ
る

D
で
あ
る
か
ら
、
草
に
下
火
に
な
一

っ
た
と
云
ム
理
由
だ
け
か
ら
直
接
的
方
法
へ
の
論
及
を
岡
崎
定
し

て
よ
い
と
は
言
ひ
切
れ
た
い
。
但
し
、
も
し
、
か
う
し
た
批
評

に
針
し
て
著
者
ヘ
ッ
ク
ホ
ッ
フ
が
「
海
運
祈
助
金
は
本
来
針
内

粧
品
川
政
策
に
届
ず
る
」
と
飽
〈
ま
で
突
張
る
と
す
れ
ば
、
事
者
一

ま

た

何

を

か

言

は

ん

や

で

る

る

。

一

一

一


